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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回         次
第37期

第２四半期連結
累計期間

第38期
第２四半期連結
累計期間

第37期
第２四半期連結
会計期間

第38期
第２四半期連結
会計期間

第37期

会  計  期  間

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円） 10,326,2458,293,4605,654,5384,556,33319,050,317

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
313,980△1,056,53028,091△494,041 436,574

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）（千円）
578,489△849,657 182,651△433,996 534,529

純資産額（千円） － － 10,348,6968,695,9649,799,812

総資産額（千円） － － 39,160,93541,966,78841,898,932

１株当たり純資産額（円） － － 312.16 262.20 295.28

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）（円）

17.39 △25.79 5.51 △13.17 16.14

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 26.3 20.6 23.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
628,394△240,797 － － 1,743,584

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,290,803△455,583 － － △2,172,053

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△529,3551,931,671 － － 1,832,967

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高（千円）
－ － 7,641,00611,266,68710,223,585

従業員数（人） － － 1,893 1,875 1,809

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第37期第２四半期連結累計（会計）期間

及び第37期においては潜在株式がないため、また第38期第２四半期連結累計（会計）期間においては四半期

純損失であり、かつ潜在株式がないため、記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

（１）連結会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 1,875[251]

　（注）１．従業員数は就業人員数であります。

２．従業員数欄の[　]内は外書きで、臨時従業員の当第２四半期連結会計期間の平均雇用人員（１日８時間換算

による人員）であります。

（２）提出会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 943 [197]

　（注）１．従業員数は就業人員数であります。

２．従業員数欄の[　]内は外書きで、臨時従業員の当第２四半期会計期間の平均雇用人員（１日８時間換算によ

る人員）であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

（１）生産実績

　当第２四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 生産高（千円） 前年同四半期比（％）

前臨床事業 3,138,190 －

臨床事業 1,059,078 －

トランスレーショナル　リサーチ事業 2,210 －

報告セグメント　計　 4,199,479 －

その他 13,881 －

合計 4,213,360 －

　（注）１　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　金額は、販売価格によっております。

３　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

（２）受注実績

　当第２四半期連結会計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高（千円）
前年同四半期比
（％）

受注残高（千円）
前年同四半期比
（％）

前臨床事業 3,186,480 － 13,639,234 －

臨床事業 1,559,084 － 4,884,114 －

トランスレーショナル　リサーチ事業 － － － －

報告セグメント　計　 4,745,565 － 18,523,348 －

その他 10,642 － 43,251 －

合計 4,756,208 － 18,566,600 －

　（注）１　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　金額は、販売価格によっております。

３　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

（３）販売実績

　当第２四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高（千円） 前年同四半期比（％）

前臨床事業 3,465,787 －

臨床事業 1,077,079 －

トランスレーショナル　リサーチ事業 2,210 －

報告セグメント　計　 4,545,076 －

その他 11,257 －

合計 4,556,333 －

　（注）１　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　金額は、販売価格によっております。

３　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

４　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先
前第２四半期連結会計期間 当第２四半期連結会計期間

販売高（千円） 割合（％） 販売高（千円） 割合（％）

　アステラス製薬株式会社 676,239 12.0 1,017,340 22.3
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２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中における将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。　

（１）業績の状況

  医薬品業界におきましては、金融危機の影響により米国前臨床研究分野で一定のシェアを占める米国バイオテック

企業の資金調達力の低下、大手製薬企業（メガファーマ）の合併によるパイプラインの絞込み、発注スケジュールの

調整、基幹製剤の特許期限に関する2010年問題への対応のために、早期に市場投入が見込める臨床開発段階のパイプ

ラインへの経営資源の集中等の影響により、特に米国での前臨床市場は業界全体として大きく冷え込みました。

  当社グループにおきましては、製薬企業の中長期的な開発ニーズに応えるため、短期的な受注動向に捉われず、需要

回復後にも適正な品質・納期など満足度の高いサービスを提供できるよう、人員と施設の維持・強化に努めてまいり

ました。

  こうした状況の中、当第２四半期連結会計期間における売上高は4,556百万円と前第２四半期連結会計期間に比べ

て1,098百万円(19.4％)の減少となりました。営業損失は254百万円（前第２四半期連結会計期間：営業利益209百万

円）となり、経常損失は494百万円（前第２四半期連結会計期間：経常利益28百万円）となり、四半期純損失は433百

万円（前第２四半期連結会計期間：四半期純利益182百万円）となりました。

　

　　セグメント別の業績を示すと、次のとおりであります。

　①　前臨床事業

　当事業部門におきましては、前期における米国前臨床業界の需要低迷の影響を受ける中、国内、米国市場での営業活

動を強化すると共に、既受託試験の早期売上計上に向けた取り組みや、業務の効率化、経費の削減を進めました。

　そうした中で、売上高は3,496百万円となり、営業損失は113百万円となりました。

　②　臨床事業

　当事業部門におきましては、国内では当社が得意とする疾患分野を中心に採算性を重視しつつ、業容拡大に努めてお

ります。また、米国におきましては、質の高い試験成果を提供し続けることによる、業界内でのブランド構築に重きを

置いた中長期的な経営戦略の視点から事業の展開を行っております。

　そうした中で、売上高は1,077百万円となり、営業利益は７百万円となりました。

　③　トランスレーショナル　リサーチ事業

　当事業部門におきましては、米国で経鼻投与製剤グラニセトロン（制吐剤）のフェーズⅡ臨床試験を完了したこと

を受け、ライセンスアウトに向けた活動を強化しております。また、偏頭痛薬ゾルミトリプタンの前臨床試験の結果を

受けて、臨床試験にむけ準備を進めております。加えて、インフルエンザワクチンの研究開発にも取り組んでおりま

す。

　そうした中で、売上高は２百万円となり、営業損失は184百万円となりました。

　

（２）資産、負債、純資産の状況

　当第２四半期末連結会計期間における前連結会計年度末からの財政状態の変動は、以下のとおりとなりました。

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ67百万円(0.2％)増加し、41,966百万円となりま

した。流動資産につきましては、受取手形及び売掛金は減少したものの現金及び預金、及び有価証券が増加したことな

どにより、前連結会計年度末に比べ354百万円(1.6％)増加して22,136百万円となりました。固定資産につきましては、

減価償却で有形固定資産が減少したことなどにより、286百万円(1.4％)減少して19,829百万円となりました。

　負債は、前連結会計年度末に比べ1,171百万円(3.7％)増加し、33,270百万円となりました。流動負債につきましては、

短期借入金が増加したことなどにより前連結会計年度末に比べ157百万円(1.0％)増加して15,324百万円となりまし

た。固定負債につきましては、長期借入金が増加したことなどにより前連結会計年度末に比べ1,014百万円(6.0％)増

加して17,946百万円となりました。

　純資産は、配当金の支払及び四半期純損失を計上したことにより、前連結会計年度末に比べ1,103百万円(11.3％)減

少し、8,695百万円となりました。
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（３）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は第１四半期連結会計期間末に

比べて2,601百万円(30.0％)増加して、11,266百万円となりました。

　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。　

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の獲得した資金は、84百万円（前第２四半期連結会計期間：155百万円の使用）となりました。

　主な内訳は、税金等調整前四半期純損失502百万円、減価償却費444百万円、売上債権の増加額234百万円、たな卸資

産の減少額147百万円及び前受金の増加額122百万円であります。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、285百万円と、前第２四半期連結会計期間に比べて263百万円(1207.8％)の使用増

加となりました。

　主な内訳は、有形固定資産の取得による支出158百万円、投資有価証券の取得による支出100百万円であります。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果獲得した資金は、2,951百万円（前第２四半期連結会計期間：66百万円の獲得）となりました。

　主な内訳は、長期借入による収入3,800百万円、長期借入金の返済による支出938百万円及び配当金の支払による支

出10百万円であります。

　

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はありません。

（５）研究開発活動

　当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、181,016千円であります。

　なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
（１）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

（２）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要

な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 137,376,000

計 137,376,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 34,344,000 34,344,000
東京証券取引所

（市場第一部）
単元株式数100株

計 34,344,000 34,344,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

      　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成22年７月１日～

平成22年９月30日
― 34,344,000 ― 5,391,050 ― 6,073,450

　

（６）【大株主の状況】

 平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社永田コーポレーション 鹿児島県鹿児島市唐湊４丁目21-１ 7,936 23.11

有限会社新日本産業 鹿児島県鹿児島市唐湊４丁目21-１ 5,212 15.18

永田　良一 鹿児島県鹿児島市 2,160 6.29

永田　貴久 鹿児島県鹿児島市     2,160     6.29

永田　郁江 鹿児島県鹿児島市     1,024     2.98

永田　妙子 鹿児島県鹿児島市     1,024     2.98

永田　一郎 鹿児島県鹿児島市     1,024 2.98

永田　理恵　 鹿児島県鹿児島市 1,024　 2.98　

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社
東京都中央区晴海１丁目８-11     777     2.26

新日本科学従業員持株会 鹿児島県鹿児島市宮之浦町2438番地 759  2.21

計 －     23,100     67.26

　（注）１．上記の所有株式数のうち、信託業務にかかる株式数は、次のとおりであります。

　　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社　777千株

　　　　２．上記のほか、自己名義株式が1,400千株あります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成22年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － 　－

議決権制限株式（自己株式等） － － 　－

議決権制限株式（その他） － － 　－

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

    1,400,100
－ 　－

完全議決権株式（その他）
　普通株式

    32,942,000
    329,420 　－

単元未満株式
　普通株式

   1,900
－ 　－

発行済株式総数     34,344,000 － －

総株主の議決権 －     329,420 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」欄には証券保管振替機構名義の株式が300株（議決権の個数３個）が含まれてお

ります。

②【自己株式等】

 平成22年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　株式会社新日本科学
鹿児島県鹿児島市

宮之浦町2438番地
    1,400,100    －     1,400,100    4.08

計 －     1,400,100    －     1,400,100    4.08

　（注）当第２四半期会計期間末日現在の保有自己株式数は1,400,199株であります。
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成22年４月 ５月　 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円）     648     623     450     415     417     419

最低（円）     571    410     352     352     354     360

　　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所（市場第一部）における株価を記載しております。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平

成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表についてはあずさ監査法人による四半期レビューを受け、また、当第２四半期連結会計期間（平成22

年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日

まで）に係る四半期連結財務諸表については有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

  なお、あずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年７月１日をもって有限責任 あずさ監査法人と

なっております。　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,991,455 9,636,618

受取手形及び売掛金 1,868,674 2,346,961

有価証券 1,297,386 710,106

たな卸資産 ※1
 8,124,591

※1
 7,948,773

その他 918,213 1,222,416

貸倒引当金 △63,493 △82,399

流動資産合計 22,136,827 21,782,477

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※2
 12,972,237

※2
 13,353,040

その他（純額） ※2
 4,729,851

※2
 5,056,246

有形固定資産合計 17,702,089 18,409,286

無形固定資産 184,461 198,851

投資その他の資産

投資その他の資産 2,079,351 1,644,258

貸倒引当金 △135,941 △135,941

投資その他の資産合計 1,943,410 1,508,316

固定資産合計 19,829,961 20,116,454

資産合計 41,966,788 41,898,932
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 117,395 199,925

短期借入金 6,130,412 5,065,213

未払法人税等 57,702 194,150

前受金 7,583,935 7,846,398

その他 1,434,708 1,860,966

流動負債合計 15,324,153 15,166,653

固定負債

社債 50,000 50,000

長期借入金 17,833,324 16,874,175

その他 63,345 8,290

固定負債合計 17,946,670 16,932,466

負債合計 33,270,823 32,099,119

純資産の部

株主資本

資本金 5,391,050 5,391,050

資本剰余金 6,073,450 6,073,450

利益剰余金 56,755 1,005,244

自己株式 △863,534 △863,518

株主資本合計 10,657,720 11,606,226

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △5,901 3,156

為替換算調整勘定 △2,013,669 △1,881,656

評価・換算差額等合計 △2,019,571 △1,878,500

少数株主持分 57,815 72,086

純資産合計 8,695,964 9,799,812

負債純資産合計 41,966,788 41,898,932
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 10,326,245 8,293,460

売上原価 6,807,217 5,924,822

売上総利益 3,519,027 2,368,637

販売費及び一般管理費 ※
 2,939,242

※
 3,057,968

営業利益又は営業損失（△） 579,785 △689,330

営業外収益

受取利息 5,570 4,838

受取配当金 1,191 3,876

持分法による投資利益 12 －

受取保険金 － 52,722

施設利用料収入 93,200 113,243

その他 37,451 52,271

営業外収益合計 137,427 226,953

営業外費用

支払利息 167,835 171,290

持分法による投資損失 － 418

為替差損 233,662 422,321

その他 1,732 122

営業外費用合計 403,231 594,152

経常利益又は経常損失（△） 313,980 △1,056,530

特別利益

貸倒引当金戻入額 6,246 16,577

固定資産売却益 2,160 34

その他 1,512 －

特別利益合計 9,919 16,611

特別損失

固定資産除却損 11,529 7,798

投資有価証券評価損 3,915 628

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 14,275

特別損失合計 15,444 22,702

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

308,455 △1,062,621

法人税、住民税及び事業税 40,741 34,676

法人税等調整額 △301,702 △235,177

法人税等合計 △260,960 △200,501

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △862,119

少数株主損失（△） △9,073 △12,461

四半期純利益又は四半期純損失（△） 578,489 △849,657
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 5,654,538 4,556,333

売上原価 3,952,233 3,271,628

売上総利益 1,702,304 1,284,705

販売費及び一般管理費 ※
 1,493,004

※
 1,538,741

営業利益又は営業損失（△） 209,300 △254,035

営業外収益

受取利息 3,234 2,794

受取配当金 291 1,886

持分法による投資利益 369 －

施設利用料収入 55,009 57,417

その他 16,077 18,839

営業外収益合計 74,982 80,939

営業外費用

支払利息 86,260 85,062

持分法による投資損失 － 570

為替差損 168,404 235,274

その他 1,525 36

営業外費用合計 256,191 320,944

経常利益又は経常損失（△） 28,091 △494,041

特別利益

貸倒引当金戻入額 △17,551 △5,752

固定資産売却益 2,160 34

特別利益合計 △15,391 △5,717

特別損失

固定資産除却損 6,870 3,063

投資有価証券評価損 1,320 －

特別損失合計 8,190 3,063

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

4,509 △502,823

法人税、住民税及び事業税 △29,953 29,770

法人税等調整額 △145,058 △90,086

法人税等合計 △175,011 △60,316

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △442,506

少数株主損失（△） △3,131 △8,510

四半期純利益又は四半期純損失（△） 182,651 △433,996
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

308,455 △1,062,621

減価償却費 939,377 870,154

のれん償却額 5,532 932

貸倒引当金の増減額（△は減少） △6,246 △17,890

受取利息及び受取配当金 △6,762 △8,715

支払利息 167,835 171,290

為替差損益（△は益） 181,679 383,367

持分法による投資損益（△は益） △12 418

有形固定資産売却損益（△は益） △2,160 △34

固定資産除却損 11,529 7,798

投資有価証券評価損益（△は益） 3,915 628

受取保険金 － △52,722

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 14,275

売上債権の増減額（△は増加） 98,317 468,424

たな卸資産の増減額（△は増加） 295,551 △355,366

前受金の増減額（△は減少） △599,652 △116,991

仕入債務の増減額（△は減少） 117,917 △79,568

未払金の増減額（△は減少） △287,864 △20,781

未払費用の増減額（△は減少） △281,559 △232,482

その他 97,338 90,287

小計 1,043,192 60,403

利息及び配当金の受取額 5,712 8,865

利息の支払額 △170,745 △169,504

法人税等の支払額 △249,765 △140,561

営業活動によるキャッシュ・フロー 628,394 △240,797

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △22,167 △16,154

定期預金の払戻による収入 22,105 117,129

有価証券の償還による収入 100,000 －

有形固定資産の取得による支出 △1,356,553 △479,627

無形固定資産の取得による支出 △26,501 △29,973

有形固定資産の売却による収入 2,160 619

投資有価証券の取得による支出 △3,869 △101,704

関係会社株式の取得による支出 △4,600 －

関係会社株式の売却による収入 2,000 －

貸付けによる支出 △7,053 △15,238

貸付金の回収による収入 2,552 2,384

保険積立金の解約による収入 － 71,621

その他 1,125 △4,639

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,290,803 △455,583
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 4,220 100,000

長期借入れによる収入 1,500,000 3,800,000

長期借入金の返済による支出 △1,741,052 △1,870,046

自己株式の取得による支出 △190,562 △16

配当金の支払額 △102,201 △98,264

少数株主からの払込みによる収入 241 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △529,355 1,931,671

現金及び現金同等物に係る換算差額 27,293 △192,188

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,164,471 1,043,102

現金及び現金同等物の期首残高 8,805,478 10,223,585

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 7,641,006

※
 11,266,687
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

会計処理基準に関する事項の変更 （１）資産除去債務に関する会計基準の適用

  第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会

計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及び

「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基

準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用しております。

これにより、当第２四半期連結累計期間の営業損失及び経常

損失は、それぞれ3,416千円増加し、税金等調整前四半期純損

失は、17,692千円増加しております。

  また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の

変動額は軽微であります。

（２）「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の

    会計処理に関する当面の取扱い」の適用

  第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基

準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表分）及び

「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」

（実務対応報告第24号 平成20年３月10日）を適用しており

ます。これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありま

せん。

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第

２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。

  また、前第２四半期連結累計期間において、営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「受取保険金」

は、営業外収益総額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結累計期間より区分掲記することとしました。なお、前

第２四半期連結累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「受取保険金」は1,694千円であります。　

　
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第

２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。 

　　

【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１．たな卸資産の評価方法   当第２四半期連結会計期間末におけるたな卸高の算出について

は、実地棚卸を省略し前連結会計年度末に係る実地棚卸高を基礎

として合理的な方法により算出する方法によっております。

　また、たな卸資産の簿価切下げに関して、収益性が低下している

ことが明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切

下げを行う方法によっております。

２．固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している固定資産の減価償却費については、連結会

計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっ

ております。

３．一般債権の貸倒見積高の算定方法 　一般債権に係る貸倒引当金は、前連結会計年度末に算定した貸

倒実績率等から著しい変化がないと認められるため、前連結会計

年度の貸倒実績率等を用いて算定しております。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※1   たな卸資産

　商品及び製品 1,434,190千円　

　仕掛品 6,519,016千円　

　原材料及び貯蔵品 171,384千円　

　合計 8,124,591千円　

※1 　たな卸資産

　商品及び製品 1,184,920千円　

　仕掛品 6,582,145千円　

　原材料及び貯蔵品 181,708千円　

　合計 7,948,773千円　

※2   有形固定資産の減価償却累計額

　 11,762,837千円

※2   有形固定資産の減価償却累計額

　 11,075,257千円

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※  　販売費及び一般管理費の主なものは、次のとおりであ

ります。

給与・手当 906,879 千円　

※  　販売費及び一般管理費の主なものは、次のとおりであ

ります。

給与・手当 929,825 千円　

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

※  　販売費及び一般管理費の主なものは、次のとおりであ

ります。

給与・手当 439,251 千円　

※  　販売費及び一般管理費の主なものは、次のとおりであ

ります。

給与・手当 461,605 千円　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※  　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 6,336,894 千円

　有価証券勘定 1,426,290 千円

　預入期間が３ヶ月を超える定期預

金
△122,167 千円

　MMFを除く有価証券 △9 千円　

　現金及び現金同等物 7,641,006 千円

※  　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 9,991,455 千円

　有価証券勘定 1,297,386 千円

　預入期間が３ヶ月を超える定期預

金
△22,154 千円

　現金及び現金同等物 11,266,687 千円
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　　普通株式　　34,344,000株

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　 1,400,199株

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

（１）配当金の支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月27日

定時取締役会
普通株式 98,831 3.0平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金

（２）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力

発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。　

（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

 
前臨床事業
（千円）

臨床事業
（千円）

トランス
レーショナ
ルリサーチ
事業
（千円）

その他
事業
（千円）

計
（千円）

消去又は
全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する売上高

　　
4,421,6461,220,696― 12,1955,654,538― 5,654,538

(2) セグメント間の内部売上

高又は振替高
2,610 9,950 ― 41,85754,417(54,417) ―

計 4,424,2561,230,646― 54,0525,708,955(54,417)5,654,538

営業利益又は営業損失(△) 168,616143,056△128,526△7,707175,43833,861209,300

前第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

 
前臨床事業
（千円）

臨床事業
（千円）

トランス
レーショナ
ルリサーチ
事業
（千円）

その他
事業
（千円）

計
（千円）

消去又は
全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する売上高

　　
8,129,3892,181,077― 15,77810,326,245― 10,326,245

(2) セグメント間の内部売上

高又は振替高
2,610 9,950 ― 83,64796,207(96,207) ―

計 8,131,9992,191,027― 99,42510,422,452(96,207)10,326,245

営業利益又は営業損失(△) 507,613274,698△245,982△18,380517,94861,836579,785

（注）１　事業の区分は、創薬のための研究開発プロセスによっております。

２　営業費用のうち消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用はありません。
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【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

 
日本
（千円）

北米地域
（千円）

その他の
地域
（千円）

計（千円）
消去又は
全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する売上高 3,796,6661,844,09313,7785,654,538 ― 5,654,538

(2) セグメント間の内部売上高又

は振替高
― ― 234,768234,768(234,768) ―

計 3,796,6661,844,093248,5465,889,306(234,768)5,654,538

営業利益又は営業損失（△） 441,628△171,534△65,350 204,7434,556 209,300

前第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

 
日本
（千円）

北米地域
（千円）

その他の
地域
（千円）

計（千円）
消去又は
全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する売上高 7,147,1853,161,69917,36110,326,245― 10,326,245

(2) セグメント間の内部売上高又

は振替高
― ― 466,137466,137(466,137) ―

計 7,147,1853,161,699483,49910,792,383(466,137)10,326,245

営業利益又は営業損失（△） 839,965△117,453△151,980570,5309,254 579,785

　（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

北米地域：米国

その他の地域：英国、香港、中国、カンボジア、インド

３　営業費用のうち消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用はありません。

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

 北米地域 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 1,674,271 367,256 2,041,527

Ⅱ　連結売上高（千円） ―　 ―　 5,654,538

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 29.6 6.5 36.1

前第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

 北米地域 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 2,578,978 542,674 3,121,652

Ⅱ　連結売上高（千円） ―　 ―　 10,326,245

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 25.0 5.3 30.2

　（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

北米地域：米国、カナダ

その他の地域：英国、オーストリア、ドイツ他５カ国

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

 　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、最高経営責任者

（ＣＥＯ）が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているも

のであります。

　当社は、医薬品開発のプロセス別に事業単位を構成しており、「前臨床事業」、「臨床事業」および「トラ

ンスレーショナル　リサーチ事業」の３つを報告セグメントとしております。

 「前臨床事業」は、製薬企業等の委託者により創製された被験物質について、実験動物や細胞・細菌を用い

てその有効性と安全性を確認する事業であります。「臨床事業」は、被験物質のヒトでの有効性と安全性を

確認する事業であります。「トランスレーショナル リサーチ事業」は、経鼻投与製剤等の開発及び大学、バ

イオベンチャー、研究機関などにおける基礎研究から派生してくる有望なシーズ技術や新規物質を発掘し

て、医薬品などの評価・承認に必要な前臨床試験や臨床試験を行いながら、基礎理論を臨床の場で実証する

ことにより、付加価値を高めて事業化する事業であります。
 
２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日）

　（単位：千円）

　

報告セグメント

その他
（注）１　

合計　
調整額
（注）２　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３　

前臨床
事業　

臨床
事業　

トランス

レーショナル

リサーチ事業

　

計　

売上高     　                             

外部顧客への
売上高 6,164,5592,097,2092,6158,264,38429,0758,293,460－ 8,293,460

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

37,810 － － 37,81084,731122,541△122,541 －

計 6,202,3692,097,2092,6158,302,194113,8078,416,001△122,5418,293,460

セグメント損益
　

△533,782101,629△322,115△754,268△5,956△760,22470,893△689,330

　
 当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日 至平成22年９月30日）

　（単位：千円）

　

報告セグメント

その他
（注）１　

合計　
調整額
（注）２　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３　

前臨床
事業　

臨床
事業　

トランス

レーショナル

リサーチ事業

　

計　

売上高     　                             

外部顧客への
売上高 3,465,7871,077,0792,2104,545,07611,2574,556,333－ 4,556,333

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

30,820 － － 30,82043,04573,865△73,865 －

計 3,496,6071,077,0792,2104,575,89654,3034,630,199△73,8654,556,333

セグメント損益
　

△113,0927,659△184,385△289,817△3,462△293,28039,244△254,035

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、欧州における情報収　

　　　  　集、環境装置事業及び宿泊施設運営等を含んでおります。

　　　２．セグメント損益の調整額の内容は以下のとおりであります。

　　　（単位：千円）

　 当第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結会計期間

　セグメント間取引消去 70,893 39,244

　合計　 70,893 39,244

　　　３．セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整をおこなっております。
　
（追加情報）

　第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

20号　平成20年３月21日）を適用しております。　 
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 262.20円 １株当たり純資産額 295.28円

　（注）１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

純資産の部の合計額（千円） 8,695,964 9,799,812

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） 57,815 72,086

（うち少数株主持分） (57,815) (72,086)

普通株式に係る四半期連結会計期間末（連結会計年

度末）の純資産額（千円）
8,638,149 9,727,726

１株当たり純資産額の算定に用いられた四半期連結

会計期間末（連結会計年度末）の普通株式の数

（千株）

32,943 32,943

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 17.39円

　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失金額 25.79円

　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、

１株当たり四半期純損失であり、かつ潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。　

　（注）１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益（純損失）金額         

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は四半

期純損失（△）（千円）　
578,489 △849,657

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）　
578,489 △849,657

期中平均株式数（千株） 33,261 32,943
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前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 5.51円

　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失金額 13.17円

　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、

１株当たり四半期純損失であり、かつ潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。　

　（注）１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益（純損失）金額         

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は四半

期純損失（△）（千円）
182,651 △433,996

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
182,651 △433,996

期中平均株式数（千株） 33,118 32,943

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

（リース取引関係）

　リース取引開始日が会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引につきましては、引き

続き賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を適用しておりますが、リース取引残高について前連結会計年度末に

比して著しい変動はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月16日

株式会社新日本科学

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 山下　隆　　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 寺田　昭仁　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 坂井　知倫　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社新日本科学

の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社新日本科学及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財政状態、

同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年11月12日

株式会社新日本科学

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 寺田　昭仁　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 筆野  力    　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 坂井　知倫　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社新日本科学

の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社新日本科学及び連結子会社の平成22年９月30日現在の財政状態、

同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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